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篠
岡
神
社
報 古

代
中
国
に
お
い
て
は
殷
王
朝

(

紀
元
前
十
六
世
紀
～)

の
時
代
に

は
王
は
政
治
と
共
に
祭
祀
を
行
っ

て
お
り
、
秦
始
皇
帝
以
降
は
土
地

神
を
祀
る
祭
壇
で
あ
る
「
社
（
し

ゃ
）」
と
穀
物
の
神
を
祀
る
祭
壇
で

あ
る
「
稷
（
し
ょ
く
）」
を
設
け
、

こ
れ
ら
を
「
社
稷
（
し
ゃ
し
ょ
く
）」

と
呼
称
し
ま
し
た
。
社
稷
は
そ
の

後
も
歴
代
王
朝
が
祭
祀
を
執
り
行

い
、
明
・
清
代
の
社
稷
が
北
京
社

稷
台
と
し
て
現
存
し
て
い
ま
す
。 

日
本
に
お
い
て
は
社
稷
は
歴
史

上
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
古
代

よ
り
天
皇
を
頂
点
と
す
る
国
家
祭

祀
が
執
り
行
わ
れ
、
律
令
体
制
下

に
お
い
て
は
政
治
を
執
り
行
う
機

関
と
し
て
の
太
政
官
（
だ
じ
ょ
う

か
ん
）
に
対
し
、
祭
祀
を
執
り
行

う
機
関
と
し
て
神
祇
官
（
じ
ん
ぎ

か
ん
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
神

祇
官
の
制
度
は
律
令
制
以
前
も
存

在
し
た
よ
う
で
す
が
資
料
と
し
て

明
確
に
遺
っ
て
い
る
の
は
大
宝
律 
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司
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
東
春
神
社
考
」  

 

令
以
降
で
、
ま
た
律
令

制
度
の
崩
壊
と
共
に

や
や
形
骸
化
し
、
江
戸

時
代
に
は
朝
廷
の
太

政
官
指
揮
下
に
置
か

れ
、
且
つ
京
都
の
吉
田

家
（
吉
田
神
道
）
、
白

川
家
（
白
川
神
道
）
が

全
国
の
神
社
に
影
響

力
を
持
ち
ま
し
た
が
、

江
戸
幕
府
の
宗
教
政

策
（
寺
請
制
度
等
）
の

関
係
も
あ
り
、
そ
の
影

響
力
は
律
令
制
下
と

比
較
し
て
限
定
的
な

も
の
で
し
た
。 

 

明
治
維
新
後
、
維
新

政
府
は
王
政
復
古
の

大
号
令
の
下
神
祇
官

を
復
活
さ
せ
祭
政
一

致
の
国
家
体
制
を
構

築
し
よ
う
と
し
ま
し

た
が
、
仏
教
勢
力
の
反

対
、
ま
た
近
代
国
家 

建
設
と
祭
政
一
致
は

相
反
す
る
も
の
で
あ

る
事
か
ら
上
手
く
は

い
か
ず
、
神
祇
官
は
神

祇
省
へ
、
そ
の
後
教
部

省
、
内
務
省
社
寺
局
、

内
務
省
神
社
局
と
言

っ
た
変
遷
の
後
、
神
祇

院
で
終
戦
を
迎
え
ま

し
た
。
維
新
後
終
戦
ま

で
の
、
国
家
機
関
に
組

み
込
ま
れ
て
い
た
神

道
の
事
を
、
現
在
一
般

的
に
「
国
家
神
道
」
と

称
し
て
い
ま
す
。 

 

戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
神

道
指
令
に
よ
り
神
道

は
国
家
よ
り
分
離
さ

れ
、
神
祇
院
廃
止
と
時

を
同
じ
く
し
て
現
在

の
神
社
本
庁
が
宗
教

法
人
と
し
て
設
立
さ 

(

裏
面
に
続
く) 

宗
教
と
政
治
の
関
わ
り
に
つ
い
て 

京都御所春興殿 

 

宗
教
に
お
け
る
儀
礼
的
行
為
の
事
を
「
祭

祀
（
さ
い
し
）
」
と
言
い
ま
す
。
「
ま
つ
る
」

と
言
う
意
味
の
漢
字
を
連
続
さ
せ
た
名
詞

で
す
。
尚
「
政
治
」
の
事
を
音
読
み
、
又
古

い
言
い
方
で
「
ま
つ
り
ご
と
」
と
読
ん
だ
り

し
ま
す
。
現
代
で
こ
そ
多
く
の
先
進
国
で
は

政
教
分
離
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
古
来
こ

の
二
つ
は
国
・
社
会
の
両
輪
で
し
た
。 



れ
ま
し
た
。
神
祇
院
管
轄
下
に
あ

っ
た
神
社
の
大
半
は
神
社
本
庁
に

包
括
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。 

 

神
道
指
令
及
び
日
本
国
憲
法
施

行
以
後
、
神
道
は
仏
教
、
ま
た
新

興
宗
教
と
同
列
の
一
宗
教
と
し
て

扱
わ
れ
る
事
と
な
り
、
そ
れ
に
よ

り
公
人
及
び
公
的
機
関
と
の
関
わ

り
が
政
教
分
離
の
観
点
か
ら
問
わ

れ
る
事
例
が
多
々
あ
り
ま
す
。
有

名
な
所
で
は
公
的
機
関
の
地
鎮
祭

の
是
非
（
津
地
鎮
祭
訴
訟
・
合
憲

判
断
）
、
総
理
大
臣
に
よ
る
靖
国
神

社
参
拝
（
合
憲
判
断
）
、
公
有
地
を

神
社
に
無
償
提
供
し
て
い
る
事
の

是
非
（
砂
川
政
教
分
離
訴
訟
・
合

憲
違
憲
で
分
か
れ
る
）
等
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
「
目
的
効
果
基

準
」
と
言
う
「
そ
の
行
為
が
特
定

宗
教
を
公
的
に
支
援
又
は
圧
迫
す

る
か
」
と
言
う
判
断
基
準
を
も
と

に
判
決
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
う
言
っ
た
訴
訟
が
起
き
る
理
由

と
し
て
、
戦
前
、
ま
た
は
明
治
維

新
以
前
よ
り
の
神
道
と
国
家
、
社

会
と
の
他
宗
教
に
比
し
て
よ
り
密

接
な
結
び
つ
き
が
あ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
で
は
な
ぜ
国
家
と

仏
教
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
に
な
ら
な

い
の
か
と
言
う
と
、
こ
れ
は
江
戸

時
代
の
幕
府
の
仏
教
寄
り
の
政
策

が
、
明
治
維
新
後
廃
止
さ
れ
、
そ

の
時
点
で
概
ね
今
と
変
わ
ら
な
い

距
離
感
と
な
っ
た
か
ら
か
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
先
に
述
べ
た
政
教

分
離
訴
訟
以
外
に
も
国
と
神
社
神

道
の
関
係
性
を
問
題
視
す
る
訴
訟

は
多
く
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ら
の
原
告
に
は
共
産
党
市
議

（
津
地
鎮
祭
訴
訟
）
で
あ
っ
た
り
、

キ
リ
ス
ト
教
系
宗
教
団
体
で
あ
っ

た
り
と
、
元
か
ら
神
道
を
否
定
す

る
政
治
勢
力
、
ま
た
は
本
来
日
本

に
は
無
か
っ
た
宗
教
の
団
体
等
が

名
を
連
ね
て
い
る
事
が
多
い
、
と

言
う
の
が
印
象
的
で
す
。 

 

海
外
、
特
に
西
洋
に
お
け
る
政

教
分
離
を
見
る
と
、
ア
メ
リ
カ
で

は
大
統
領
は
就
任
時
に
聖
書
に
手

を
置
い
て
宣
誓
を
し
ま
す
し
、
国

歌
で
は
神
の
恩
恵
を
願
っ
て
い
ま

す
。
ド
イ
ツ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
の

名
を
冠
す
る
政
党
が
与
党
（
キ
リ

ス
ト
教
民
主
同
盟
）
で
す
し
、
イ

ギ
リ
ス
で
は
国
教
会
の
主
宰
は
元

首
た
る
国
王
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教

は
そ
の
本
拠
地
と
し
て
バ
チ
カ
ン

市
国
が
存
在
す
る
為
民
族
宗
教
た

る
神
道
と
の
単
純
比
較
は
難
し
い

で
す
が
、
そ
れ
で
も
、
日
本
の
政

教
分
離
原
則
は
西
洋
と
比
し
て
も

厳
格
な
部
類
か
と
思
い
ま
す
。 

 

自
身
が
神
職
で
あ
る
か
ら
と
言

っ
て
現
状
に
不
満
が
あ
る
わ
け
で

も
、「
も
っ
と
神
社
神
道
に
公
的
な

地
位
を
」
と
も
思
い
ま
せ
ん
し
寧

ろ
現
状
く
ら
い
が
良
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
が
、
同
時
に
こ

れ
以
上
厳
格
な
政
教
分
離
を
、
と

言
う
話
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
神

社
も
行
政
や
自
治
会
と
は
（
境
内

施
設
の
提
供
等
）
一
切
協
力
し
な

い
、
と
言
う
話
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
神
社
は
ど
こ

ま
で
公
の
も
の
＝
公
器
で
あ
る
べ

き
か
と
言
う
の
は
難
し
い
所
で
す

が
時
代
時
代
に
合
わ
せ
て
変
化
し

て
い
く
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

※
当
職
個
人
の
見
解
を
含
み
ま
す
。 

      

祭
典
予
定 

 

八
月 

十
七
日 

天
満
天
神
社
月
次
祭 

 

九
月 

二
十
一
日
上
末
八
幡
社
摂
社 

 
 
 
 

貴
船
社
例
祭 

天
満
天
神
社
歳
旦
祭 

 

十
月 

十
二
日 

兒
社
例
祭 

 
 
 
 

三
明
神
社
例
祭 

 
 
 
 

池
之
内
八
幡
神
社
例
祭 

 
 
 
 

上
末
八
幡
社
例
祭 

 

野
口
八
幡
社
例
祭 

 
 
 
 

野
口
神
明
社
例
祭 

 
 
 
 

尾
張
白
山
社
例
祭 

十
九
日 

天
満
天
神
社
例
祭 

 

十
一
月 

十
六
日 

野
口
神
明
社
新
嘗
祭 

 
 
 
 

三
明
神
社
新
嘗
祭 

池
之
内
八
幡
神
社
新
嘗
祭 

 
 
 
 

天
満
天
神
社
新
嘗
祭 

 
 
 
 

野
口
八
幡
社
新
嘗
祭 

二
十
三
日
上
末
八
幡
社
新
嘗
祭 

 

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
最
新
の
予
定
及
び
詳
細

な
時
間
は
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
下

さ
い
。 

 

お
知
ら
せ 

 

 

次
回
発
行
予
定
に
つ
い
て 

「
篠
岡
神
社
報
」次
号0

0
9

号
は
、

十
一
月
下
旬
頃
発
行(

オ
ン
ラ
イ

ン)

予
定
で
す
。   

 


